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序

論 

現

代

に
お

い

て
浄

土
真
宗

の

本
願

寺

と
い

う
と
、
浄

土

真
宗

の
本

家

本
元

で

あ
る

と

い
う

イ
メ
ー

ジ

が
一

般

的
で

あ
る
。
し

か

し
、

本

願

寺
は

開

祖
と

さ
れ
る

親

鸞
の

時

代
か

ら
あ
る

わ

け
で

は

な
く

、
本
願

寺

を
開

い

た
の

は
親
鸞

の

曾
孫

に

あ
た

る
本
願

寺

三
世

覚

如

が

、
親

鸞

の
遺

骨
を
納

め

て
あ

る

大
谷

の
廟
堂

を

寺
院

と

し
た

も
の
が

本

願
寺

の

起
源

で
あ
る

。 

そ

れ

ま
で

親

鸞
の

子
孫
ら

は

廟
堂

の

管
理

者
で
あ

り

、
関

東

を
は

じ
め
と

す

る
各

地

で
勢

力
を
つ

け

て
い

た

門
信

徒
を
管

理

で

き

る

よ

う
な

力

は
な

か
っ
た

。

し
か

し

覚
如

の
時
代

に

な
り

本

願
寺

を
開
い

て

も
、

本

願
寺

と
し
て

の

勢
力

は

あ
ま

り
伸
び

ず

、
本

願

寺

八

世
蓮

如

が
現

れ
る
ま

で

革
命

的

な
伸

び
方
は

し

な
か

っ

た
。

こ
の
よ

う

に
本

願

寺
が

勢
力
の

な

い
一

方

、
本

願
寺
と

同

じ
京

都

の

地

で
勢

力

を
伸

ば
し
、

い

ち
早

く

教
団

と
し
て

成

立
し

た

の
が

、
仏
光

寺

・
興

正

寺
（

以
下
、

仏

光
寺

）

派
で

あ
る
。

仏

光
寺

と

は

仏

光
寺

派

七
世

と
さ
れ

る

了
源

が

山
科

の
地
に

建

立
し

た

も
の

で
、
建

立

以
降

、

関
東

の
門
弟

の

力
を

借

り
、

京
都
で

勢

力
を

伸

ば

し

て
い

っ

た
の

で
あ
る

。 

本

論

で
は

了

源
の

師
と
さ

れ

、
仏

光

寺
六

世
に
あ

た

る
明

光

に
焦

点
を
当

て

考
察

し

て
い

く
。
明

光

と
い

う

人
物

は
関
東

で

活

躍

し

、

関
東

六

老
僧

の
ひ
と

り

と
さ

れ

る
僧

侶
で
あ

る

。
明

光

は
関

東
以
外

で

も
活

躍

し
て

お
り
、

広

島
県

北

部
の

備
後
地

方

に
教

化

し

た

と
さ

れ

、
そ

の

教
線

は

広
く

、
西
国

真

宗
の

祖

と
さ

れ

る
。
明

光
に

つ

い
て

辞

書
を

ひ
く
と

、
『

鎌
倉
・
南
北

朝
時
代

の

真
宗

仏

光

寺

派
の

僧

侶
、

仏
光
寺

六

世
、

弘

安
九

年
六
月

～

文
和

二

年
・

正
平
八

年

五
月

一

六
日

』
と
『

真

宗
人

名

辞
典

』
①

に
あ

る

。 

し

か

し
な

が

ら
、

備
後
に

あ

る
自

坊

を
は

じ
め
、

明

光
が

布

教
し

た
と
い

う

備
後

の

真
宗

寺
院
の

由

緒
や

、

明
光

が
初
め

て

建

立

し

た

と
い

う

鎌
倉

野
比
に

あ

る
最

宝

寺
の

縁
起
に

は

、
長

寛

二
年

（
一
一

六

四
年

）

か
ら

安
貞
元

年

（
一

二

二
七

年
）
に

活

躍
し

た

コピー厳禁
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人

物

と
あ

り

、
意

見
の
喰

い

違
い

が

見
ら

れ
る
。

ま

た
同

じ

く
『

真
宗
人

名

辞
典

』

で
は

、
出
自

に

つ
い

て

仏
光

寺
五
世

誓

海
の

子

と

記

さ
れ

て

い
る

が
、
明

光

を
開

祖

と
す

る
備
後

寺

院
や

、

鎌
倉

に
あ
る

、

源
頼

朝

の
命

に
よ
り

明

光
が

初

め
て

建
立
し

た

と
い

う

最

宝

寺
と

い

う
寺

院
で
は

、

父
は

藤

原
鎌

足
公
の

末

裔
頼

康

、
母

は
頼
朝

の

嫡
女

で

あ
る

と
残
さ

れ

て
い

る

。 

本

論

で
は

明

光
に

つ
い
て

調

査
し

て

い
き

、
結
論

と

し
て

先

に
述

べ
た
よ

う

な
矛

盾

、
喰

い
違
い

に

つ
い

て

歴
史

的
背
景

を

踏

ま

え

た

う
え

で

調
査

し
、
考

察

し
て

い

く
。

ま
た
、

明

光
が

い

か
に

西
国
布

教

を
し

て

き
た

か
を
調

査

し
、

そ

の
歩

み
を
知

る

こ
と

も

本

論

の
狙

い

で
あ

る
。 

   

本

論 

第

一

章 

明

光

の
背

景 

第

一

節 

時

代
背

景 

明

光

に
つ

い

て
論

じ
る
前

に

、
ま

ず

は
そ

の
背
景

に

つ
い

て

知
っ

て
お
く

必

要
が

あ

る
。

明
光
が

活

躍
し

た

と
さ

れ
る
時

代

は

、

弘

安

九
年
（

一
二

八

六
年

）
か

ら
文

和
二

年
（
一

三

五
三

年

）
、
ま

た
は

、
長

寛
二

年
（
一

一
六

四

年

）
か

ら
安

貞

元
年
（

一

二
二
七

年

）

と
さ

れ

て
い

る
。
前

者

の
説

に

し
た

が
え
ば

鎌

倉
末

期

か
ら

南
北
朝

時

代
、

後

者
の

説
に
し

た

が
え

ば

平
安

末
期
か

ら

鎌
倉

時

代

の

草
創

期

に
相

当
す
る

。

両
説

に

つ
い

て
は
第

三

章
で

論

じ
る

こ
と
と

し

、
こ

の

節
で

は
、
鎌

倉

時
代

か

ら
南

北
朝
時

代

に
至

る

コピー厳禁
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ま

で

の
歴

史

背
景

を
概
観

し

て
お

こ

う
。 

鎌

倉

時
代

は

源
氏

と
平
家

の

間
で

治

承
・

寿
永
の

乱

、
俗

に

い
う

源
平
合

戦

で
源

氏

が
勝

利
を
お

さ

め
、

源

頼
朝

が
幕
府

を

制

定

し

繁

栄
し

た

時
代

で
あ
る

。

こ
の

時

代
の

仏
教
は

、

鎌
倉

新

仏
教

と
呼
ば

れ

る
浄

土

宗
、

浄
土
真

宗

が
発

生

し
、

他
力
念

仏

の
教

え

が

民

衆
へ

広

く
伝

わ
っ
た

。

し
か

し

、
念

仏
一
つ

で

救
わ

れ

る
と

い
う
考

え

に
よ

り

、
既

存
の
仏

教

教
団

と

の
軋

轢
が
生

じ

、
他

力

の

教

え
を

ひ

ろ
め

て
い
た

法

然
、

そ

の
門

弟
ら
が

死

罪
や

流

罪
に

遭
う
承

元

の
法

難

が
起

き
た
。

浄

土
真

宗

の
開

祖
で
あ

る

親
鸞

も

越

後

の
地

へ

流
罪

に
遭
い

、

そ
の

結

果
、

関
東
に

他

力
の

教

え
が

根
付
き

、

後
に

高

田
門

徒
、
荒

木

門
徒

、

麻
佐

布
門
徒

と

い
っ

た

勢

力

を
築

い

て
い

っ
た
。 

明

光

も
こ

の

関
東

の
流
れ

を

汲
ん

で

い
る

人
物
で

あ

り
、

別

説
で

は
あ
る

が

親
鸞

と

も
つ

な
が
り

が

あ
っ

た

と
さ

れ
て
い

る

。

ま

た

、

明
光

は

当
時

の
権
力

者

と
の

繋

が
り

も
深
く

、

明
光

の

母
は

源
頼
朝

の

嫡
女

で

あ
る

こ
と
、

後

述
す

る

が
、

明
光
が

建

立
し

た

と

さ

れ
る

鎌

倉
の

最
宝
寺

の

建
立

の

際
、
源

頼
朝

に

よ
る

頼

み
で

建
立
さ

れ

た
と

残

さ
れ

て
い
る

こ

と
や

、
さ
ら

に

備
後

教

化
の

際

、

源

氏

と
所

縁

の
あ

る
武
士

を

護
衛

に

し
て

い
た
こ

と

な
ど

か

ら
、

源
氏
と

の

深
い

繋

が
り

が
あ
る

と

見
て

取

れ
る

。
源
氏

と

の
つ

な

が

り

は
明

光

の
西

国
教
化

に

も
関

係

し
て

く
る
。

な

ぜ
明

光

が
山

南
の
地

に

降
り

立

ち
教

化
活
動

を

行
っ

た

か
と

い
う
理

由

に
つ

い

て

、

明
光

が

教
化

を
行
っ

た

備
後

山

南
の

地
は
、

北

条
家

の

一
族

で
あ
る

大

仏
氏

が

統
治

し
て
い

る

。
北

条

家
と

源
氏
の

つ

な
が

り

か

ら

、
大

仏

氏
の

は
た
ら

き

か
け

で

明
光

が
山
南

の

地
で

教

化
活

動
を
行

っ

た
の

で

は
な

い
か
と

推

測
で

き

る
。

他
に
も

明

光
の

周

り

は

、
本

願

寺
の

存
覚
を

師

と
し

指

導
を

受
け
て

い

た
な

ど

、
明

光
の
背

景

に
は

歴

史
的

に
重
要

な

人
物

と

の
接

点
が
多

く

見
ら

れ

る

。 

コピー厳禁
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さ

て

、
明

光

は
教

化
の
際

備

後
へ

と

渡
っ

た
が
、

鎌

倉
・

南

北
朝

時
代
の

備

後
の

時

代
背

景
に
つ

い

て
見

て

い
く

。
当
時

の

中

国

地

方

全
体

に

見
ら

れ
る
動

き

と
し

て

瀬
戸

内
海
に

お

け
る

海

路
の

発
展
が

見

ら
れ

、
そ
れ

に

伴
い

、
水

軍
の

存
在

が

見
受

け

ら
れ

る

。

水

軍

と
は

沿

岸
地

域
で
生

活

す
る

人

々
、

そ
の
統

治

を
す

る

地
主

を
指
す

。

も
う

一

つ
の

面
と
し

て

、
水

軍

と
称

さ
れ
る

よ

う
軍

事

力

を

持
っ

て

お
り

、
主
に

海

域
の

通

行
料

の
徴
収

や

水
先

案

内
人

、
警
護

請

負
を

行

っ
て

い
た
と

さ

れ
る

。

瀬
戸

内
海
で

活

躍
し

た

水

軍

は
村

上

水
軍

と
い
い

、

当
時

は

大
き

な
軍
事

力

を
有

し

て
い

た
。
南

北

朝
時

代

の
南

北
朝
分

離

の
際

に

村
上

水
軍
は

、

後
醍

醐

天

皇

率
い

る

南
朝

に
身
を

置

い
て

お

り
、

北
朝
の

兵

が
水

軍

の
拠

点
が
あ

る

瀬
戸

内

の
島

に
攻
め

入

る
と

い

っ
た

戦
い
が

あ

っ
た

。

こ

の

こ
と

か

ら
当

時
の
情

勢

は
荒

れ

て
お

り
、
陸

路

、
海

路

ど
ち

ら
を
み

て

も
、

危

険
な

旅
で
あ

っ

た
こ

と

は
明

確
で
あ

る

。
② 

明

光

が
西

国

布
教

に
来
た

時

代
は

、

源
氏

の
助
力

を

得
て

い

た
と

し
て
も

渡

航
の

路

は
厳

し
く
、

さ

ら
に

動

乱
の

最
中
で

あ

る

こ

と

を

み
る

に

、
そ

の

道
の

り

は
厳

し

い
も

の
で
あ

っ

た
こ

と

が
感

じ
ら
れ

る

。
こ
う

し
た

時

代
背

景

を
経

て

明
光

は
活
躍

し

て
い

く

。

次

節

は
明

光

が
入

る
以
前

の

備
後

に

お
け

る
仏
教

信

仰
に

つ

い
て

見
て
い

く

。 

 

第

二

節 

備

後
に

お
け
る

明

光
以

前

の
仏

教
信
仰 

 

前

節
で

は

明
光

が
生
き

、

関
わ

っ

た
と

さ
れ
る

時

代
を

見

た
。

村
上
水

軍

に
つ

い

て
も

触
れ
た

が

、
彼

ら

の
多

く
は
真

言

宗
徒

で

あ

り

、
ま

た

備
後

で
も
元

真

言
宗

と

い
う

寺
院
は

多

く
存

在

す
る

。
つ
ま

り

明
光

上

陸
以

前
に
も

、

備
後

の

地
に

仏
教
信

仰

が
既

に

根

付

い
て

い

た
の

で
あ
る

。

こ
の

節

で
は

明
光
以

前

に
行

わ

れ
た

仏
教
信

仰

に
つ

い

て
見

て
い
く

。 

 

備

後
に

仏

教
が

伝
わ
っ

た

の
は

七

世
紀

頃
の
飛

鳥

時
代

と

い
わ

れ
て
い

る

。『

日

本
霊

異
記

』
に

、
こ
の

地
域

の

大
領
が

百

済
の

禅

コピー厳禁
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師

弘

済
を

招

い
て

三
谷
寺

を

建
立

し

た
と

い
う
話

が

あ
り

、

広
島

県
の
三

次

市
向

江

田
町

に
あ
る

史

跡
、

寺

町
廃

寺
跡
に

は

三
谷

寺

の

も

の
と

思

わ
れ

る
伽
藍

の

後
が

残

っ
て

い
る
。

こ

の
こ

と

か
ら

七
世
紀

に

は
備

後

に
仏

教
が
伝

来

し
て

い

た
と

考
え
る

こ

と
が

で

き

る

。 

八

世

紀
ご

ろ

に
は

国
分
寺

・

国
分

尼

寺
が

国
家
鎮

護

の
た

め

各
地

に
建
立

さ

れ
、

備

後
に

も
そ
の

遺

跡
が

残

さ
れ

て
い
る

。

こ

の

七

、

八
世

紀

頃
の

仏
教
信

仰

は
、

日

本
全

国
共
通

し

て
、

貴

族
な

ど
一
部

の

狭
い

範

囲
で

の
信
仰

で

あ
っ

た

と
考

え
ら
れ

て

お
り

、

備

後

も
ま

た

例
外

で
な
く

、

多
く

の

民
衆

は
接
す

る

機
会

は

ほ
と

ん
ど
無

か

っ
た

の

で
あ

ろ
う
。 

 

九

世
紀

へ

移
り

、
時
代

も

平
安

へ

と
移

り
変
わ

る

と
、

最

澄
、

空
海
に

よ

っ
て

開

か
れ

た
天
台

宗

、
真

言

宗
と

い
っ
た

平

安
仏

教

が

発

生
し

て

く
る

。
平
安

仏

教
の

特

色
で

あ
る
密

教

が
、

貴

族
の

中
で
流

行

し
京

都

を
中

心
と
し

て

勢
力

を

増
し

て
い
く

。

そ
の

流

れ

が

中
国

地

方
に

も
伝
わ

り

、
備

後

の
地

域
に
入

っ

て
く

る

。
天

台
宗
は

平

家
と

の

繋
が

り
が
強

く

、
ま

た

平
家

と
安
芸

の

地
域

の

つ

な

が
り

も

大
き

い
。
そ

の

双
方

の

つ
な

が
り
の

影

響
で

、

中
国

地
方
で

は

宮
島

に

あ
る

厳
島
神

社

を
は

じ

め
、

天
台
宗

の

名
残

が

多

く

存
在

す

る
。

ま
た
、

安

芸
、

備

後
の

地
域
（

以

下
、

芸

備
地

域
）
に

は

元
天

台

宗
の

寺
院
が

多

く
あ

り

、
現

在
は
真

言

宗
の

寺

院

は

見
受

け

ら
れ

な
い
が

、

当
時

の

天
台

法
華
信

仰

が
盛

ん

で
あ

っ
た
と

考

え
ら

れ

る
。 

真

言

宗
も

ま

た
、

宮
島
と

の

つ
な

が

り
が

深
い
。

空

海
が

宮

島
に

あ
る
弥

山

で
修

行

し
と

い
う
由

縁

が
あ

り

、
同

じ
く
宮

島

弥

山

に

あ

る
真

言

宗
御

室
派
の

大

本
山

で

あ
る

大
聖
院

の

開
祖

と

さ
れ

て
い
る

。

大
聖

院

の
他

に
も
、

広

島
の

尾

道
に

あ
る
真

言

宗
泉

涌

寺

派

の
大

本

山
で

あ
る
浄

土

寺
が

あ

り
、

福
山
に

あ

る
定

福

寺
も

空
海
が

開

祖
で

あ

り
、

真
言
宗

も

天
台

宗

同
様

、
芸
備

地

方
に

お

い

て

広
く

布

教
さ

れ
て
い

た

と
考

え

ら
れ

る
。 

コピー厳禁
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こ

の
よ

う

に
芸

備
地
域

に

天
台

宗

、
真

言
宗
が

に

ぎ
わ

う

中
に

、
時
を

近

く
し

て

時
宗

や
日
蓮

宗

が
入

っ

て
く

る
。
こ

れ

は
明

光

が

備

後
の

地

に
入

る
少
し

早

い
時

期

で
あ

り
、
こ

の

す
ぐ

後

に
明

光
は
山

南

の
地

に

降
り

立
つ
こ

と

に
な

る

。
さ

て
、
日

蓮

宗
は

備

前

（

現
在

の

岡
山

県
南
東

部

）
の

地

域
へ

と
入
っ

て

き
た

が

、
そ

の
祖
は

大

覚
妙

実

と
さ

れ
て
い

る

。
大

覚

は
、

永
仁
五

年

（
一

二

九

七

年
）

か

ら
貞

治
三
年

（

一
三

六

四
年

）
の
人

物

で
、

妙

顕
寺

の
二
世

で

あ
り

、

京
都

を
中
心

に

中
国

地

方
に

ま
で
至

る

地
域

の

日

蓮

宗
発

展

に
貢

献
し
た

人

物
で

あ

る
。

元
徳
二

年

（
一

三

三
〇

年
）
に

備

前
へ

と

赴
き

、
そ
こ

で

十
三

年

の
あ

い
だ
備

前

へ
滞

在

し

、
そ
の

教

線
を

備

中
（

現

在
の

岡

山
県

西

部
）
、
備

後
へ

拡
大

し

、
備
前

法

華
の

祖

と
さ

れ
て
い

る

人
物

で

あ
る

。
日
蓮

宗

は
浄

土

真

宗

と
同

じ

く
、

中
国
地

方

で
大

き

な
教

線
を
拡

大

し
て

い

く
。

後
述
す

る

が
、

備

後
で

存
覚
と

「

法
華

問

答
」

と
呼
ば

れ

る
問

答

を

起

こ
す

こ

と
と

な
る
。
③ 

も

う

ひ
と

つ

の
時

宗
で
あ

る

が
、

そ

の
開

祖
は
一

遍

と
さ

れ

る
。

一
遍
は

延

応
元

年

（
一

二
三
九

年

）
か

ら

正
応

二
年
（

一

二

八

九

年

）
の

人

物
で

、
遊
行

と

い
う

全

国
各

地
を
巡

り

、
念

仏

を
教

化
す
る

活

動
を

し

た
僧

侶
で
あ

る

。
一

遍

は
そ

の
遊
行

で

、
弘

安

元

年

（
一

二

七
八

年
）
宮

島

へ
参

詣

し
、

安
芸
、

備

前
の

地

域
に

遊
行
を

し

、
弘

安

十
年

（
一
二

八

七
年

）

に
備

中
、
備

後

を
遊

行

さ

れ

た
と

残

さ
れ

て
い
る

。

そ
の

つ

な
が

り
で
尾

道

の
海

徳

寺
や

鞆
に
あ

る

本
願

寺

は
、

一
遍
が

開

祖
と

さ

れ
て

い
る
。

時

宗
は

浄

土

宗

、
浄

土

真
宗

と
同
じ

念

仏
に

よ

っ
て

救
わ
れ

る

と
す

る

浄
土

系
の
仏

教

で
あ

り

、
そ

の
時
宗

が

尾
道

や

福
山

と
い
っ

た

、
明

光

が

教

化
し

た

山
南

の
周
辺

で

遊
行

さ

れ
て

い
た
こ

と

か
ら

、

人
々

が
真
宗

の

教
え

を

受
け

入
れ
る

地

盤
が

整

え
ら

れ
て
い

た

の
で

は

な

い

か
と

推

測
で

き
る
。 

 

時

宗
の

他

に
も

、
浄
土

教

の
教

え

が
備

後
に
伝

わ

っ
た

と

さ
れ

る
伝
承

が

残
さ

れ

て
い

る
。
そ

れ

は
、

承

元
の

法
難
の

際

に
、

備

コピー厳禁
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後

の

地
へ

流

罪
と

な
っ
た

浄

聞
と

い

う
僧

侶
で
あ

る

。
承

元

の
法

難
と
は

、

法
然

率

い
る

吉
水
教

団

が
説

く

、
念

仏
が
往

生

す
る

為

の

た

だ
ひ

と

つ
の

方
法
で

あ

る
と

す

る
考

え
に
対

し

、
既

存

の
南

都
仏
教

、

平
安

仏

教
が

異
を
唱

え

、
最

終

的
に

後
鳥
羽

天

皇
の

命

に

よ

り
、

法

然
と

そ
の
門

弟

た
ち

が

流
罪

や
死
罪

に

処
さ

れ

た
事

件
で
あ

る

。
そ

の

結
果

、
死
罪

四

名
、

流

罪
八

名
の
僧

侶

が
刑

に

処

さ

れ
た

の

で
あ

る
。
流

罪

と
な

っ

た
僧

侶
は
、

法

然
が

土

佐
国

に
、
親

鸞

が
越

後

国
、

行
空
が

佐

渡
国

、

幸
西

が
阿
波

国

へ
と

流

罪

に

な
り

、

澄
西

が
伯
耆

国

、
好

覚

が
伊

豆
国
、

浄

聞
が

備

後
国

へ
と
下

っ

た
。

澄

西
、

好
覚
、

浄

聞
に

つ

い
て

は
伝
承

が

残
さ

れ

て

お

ら
ず

、

流
罪

後
の
消

息

は
不

明

と
さ

れ
て
い

る

。
し

か

し
、

浄
聞
の

墓

と
口

伝

に
よ

っ
て
伝

え

ら
れ

る

墓
が

備
後
の

地

域
に

あ

り

、

浄
聞

が

こ
の

地
で
布

教

活
動

を

し
て

い
た
名

残

が
見

て

と
れ

、
浄
聞

も

ま
た

真

宗
布

教
の
基

盤

と
な

る

も
の

を
作
り

上

げ
た

の

で

は

な
い

だ

ろ
う

か
。
④ 

 

こ

の
よ

う

に
明

光
上
陸

以

前
か

ら

備
後

を
は
じ

め

安
芸

、

備
中

、
備
前

と

い
っ

た

地
域

で
仏
教

信

仰
は

盛

ん
に

行
わ
れ

て

い
た

。

次

章

か
ら

明

光
と

い
う
人

物

が
ど

の

よ
う

な
活
躍

を

し
た

か

、
ま

た
明
光

の

人
物

背

景
に

つ
い
て

も

見
る

。 

   
 

第
二

章 

明

光
の
活

躍 

第

一

節 

関

東
六

老
僧 

さ

て

、
明
光

と
い

え

ば
『

真

宗

人
名

辞
典

』
で
も

、
ま

ず
「

関

東
六

老
僧

の

一
人

」
と
書

か

れ
て

あ

る
よ

う

、
「
関

東
六

老

僧
」
の

明

光

と
い

う

面
が

強
く
思

わ

れ
る

。
関
東

六

老
僧

と

い
う

の

は
、
宝

永
八

年
（
一

七

一
一

年

）
、
願

楽

寺
の

宗

誓
が

著
し
た
『

遺
徳

法

コピー厳禁



8 
 

輪

集

』
で
初

め

て
記

さ
れ

た

語
で

あ

る
。『

遺
徳

法

輪
集

』
は

、
宗

誓
が

親

鸞
と

そ

の
門

弟
の
遺

跡

の
由

緒

と
宝

物
を
記

し

た
も

の

で

あ

る

。『

遺
徳

法

輪
集
』
三

巻
、
関

東
六

老
僧

の
部

分

で
、
関
東

各
地

を
布

教

伝
道

し
、
多
大

な
活

躍

を
し

た

六
人

の
高
弟

と

し
て
「
明

光

、
明
空
（
別

名

、
専
海

）
、
了
海

、
源

海
、
了
源

、
源
誓

」
の

名

が
記
さ

れ

て
い

る

。
こ

の
六
名

は

伝
道

布

教
を

各
地
域

で

行
い

発

展

さ

せ
た

と

さ
れ

て
お
り

、
明

光
は

相
模

野

比
、
明

空

は
三

河
長

瀬

、
了

海

は
武

蔵

麻
布

、
源
海

は

武
蔵

荒

木
、
了

源
は

相

模
山

下
、

源

誓

は
甲

斐

等
力

の
地
を

中

心
に

勢

力
を

伸
ば
し

て

い
っ

た

。
こ

れ
ら
の

地

域
は

い

ず
れ

も
関
東

の

地
で

あ

り
、

関
東
六

老

僧
と

名

付

け

ら
れ

た

所
以

で
あ
る

。 

ま

た

関
東

六

老
僧

と
同
じ

く

活
躍

し

た
僧

侶
を
称

え

る
語

で

、
二

十
四
輩

（

別
名

、

二
十

余
輩
）

と

い
わ

れ

る
二

十
四
人

（

別

説

で

は

二
十

三

人
）

の
僧
侶

の

存
在

が

あ
る

。
二
十

四

輩
も

関

東
六

老
僧
と

同

じ
く

、

親
鸞

の
関
東

時

代
の

僧

侶
た

ち
で
、

正

慶
元

年

（

一

三
三

二

年
）

に
本
願

寺

三
世

覚

如
が

、
二
世

如

信
の

三

十
三

回
忌
を

営

ん
だ

時

、
参

詣
し
て

い

た
僧

侶

の
中

か
ら
、

親

鸞
か

ら

受

け

伝
え

ら

れ
た

教
義
を

継

承
す

る

者
を

選
ん
だ

も

の
で

あ

る
と

さ
れ
て

い

る
。 

二

十

四
輩

の

内
訳

は
、
性

信

・
真

仏

・
順

信
・
乗

然

・
信

楽

・
成

然
・
西

然

・
性

証

・
善

性
・
是

信

・
無

為

信
・

善
念
・

信

願
・

道

円

・

定
信

・

念
信

・
入
信

・

明
法

・

慈
善

・
唯
仏

・

唯
信

・

唯
信

・
唯
円

の

二
十

三

人
に

、
他
説

で

入
信

を

入
れ

た
二
十

四

人
で

あ

る

。

こ
の

二

十
四

輩
の
選

出

で
あ

る

が
、

二
世
如

信

が
直

々

に
行

っ
た
と

さ

れ
る

説

や
、

三
世
覚

如

が
法

事

を
執

り
行
っ

た

際
に

選

定

し

た
説

な

ど
諸

説
あ
る

が

、
如

信

や
覚

如
が
選

定

し
た

こ

と
か

ら
、
少

な

く
と

も

「
関

東
六
老

僧

」
と

い

う
言

葉
が
出

来

る
前

か

ら

あ

っ
た

も

の
で

あ
ろ
う

と

推
測

で

き
る

。
江
戸

期

に
は

二

十
四

輩
が
建

立

し
た

寺

院
や

所
縁
の

あ

る
場

所

を
巡

礼
す
る

二

十
四

輩

巡

拝

が
盛

ん

に
行

わ
れ
、

そ

の
影

響

で
『

二
十
四

輩

記

』
（

享
保

十

五
年

）

や
『

大

谷
遺

跡
録
』
（

明

和
八

年

）
、
『

二
十

四

輩
順

拝

図

コピー厳禁
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会

』
（

享

和

三

・

文

化

六

年

）
、
『

捃

聚

鈔

』
（

元

禄

十

三

）

等

が

刊

行

さ

れ

た

。
⑤ 

そ

の

刊

行

さ

れ

た

時

代

に

、

先

述

し

た

『

遺

徳

法

輪

集
』

も

入
っ

て
お
り

、

関
東

六

老
僧

の
語
源

は

、
こ

の

二
十

四
輩
と

、

日
蓮

宗

に
伝

わ
る
日

蓮

が
臨

終

の
際

に
指
名

し

た
六

人

の

高

弟
を

さ

す
「

六
老
僧

」

を
模

し

て
名

付
け
ら

れ

た
と

考

え
ら

れ
る
。 

 
 

 
 

 

第

二

節 
仏
光
寺

・

興
正

寺

派 

二

十

四
輩

の

第
二

に
真
仏

と

い
う

僧

侶
が

い
る
。

真

仏
は

鎌

倉
時

代
の
僧

で

、
親

鸞

が
越

後
へ
流

罪

と
な

り

、
そ

の
後
に

関

東

へ

下

っ

て
い

く

際
に

、
高
田

（

現
在

の

栃
木

県
）
の

地

で
親

鸞

が
教

化
を
行

っ

た
時

に

感
銘

を
う
け

門

弟
と

な

っ
た

人
物
で

あ

る
。

一

躍

、

高
田

の

地
は

真
宗
の

一

大
拠

点

と
な

り
、
そ

の

中
で

真

仏
は

親
鸞
に

最

も
親

近

で
あ

っ
た
門

弟

と
記

さ

れ
て

お
り
、

親

鸞
が

帰

京

さ

れ
た

後

も

、
真

仏
が

高

田
の

門

徒
教

団
を
ま

と

め

、
そ
の

指
導

者
と

な

り
活

躍

し
た

の
で
あ

る

。
そ

の
門

下
は

関
東

か

ら
奥

州

、

遠

江

、
三

河

に
広

く
分
布

す

る
。

ま

さ
に

当
時
の

初

期
真

宗

に
お

い
て
、

中

心
的

人

物
と

い
っ
て

も

過
言

で

は
な

い
人
物

で

あ
る

。

ま

た

真
仏

は

現
在

の
専
修

寺

や
、

仏

光
寺

派
、
興

正

寺
派

の

二
世

と
も
さ

れ

て
い

る

。
⑥ 

こ

の

真
仏

を

は
じ

め
、
六

老

僧
に

挙

げ
ら

れ
る
源

海

、
了

海

、
了

源
、
序

論

で
触

れ

た
明

光
の
父

と

さ
れ

る

誓
海

、
そ
し

て

本

論

の

主

述
で

あ

る
明

光
は
、
い

ず

れ

も
仏

光
寺

派
の

歴

代
門

主

と
さ

れ
る
人

物

で
あ

る

。
仏
光

寺
の

歴

代
門

主

は

、
親

鸞
を

初

代
と

し

、

二

代

真
仏

、

三
代

源
海
、

四

代
了

海

、
五

代
誓
海

、

そ
し

て

六
代

明
光
へ

と

法
脈

が

受
け

継
が
れ

る

。
明

光

に
至

る
ま
で

の

背
景

と

し

て

歴
代

の

門
主

を
見
る

と

、
真

仏

は
先

に
述
べ

た

と
お

り

で
あ

る
が
、

も

う
ひ

と

つ
真

仏
が
指

揮

し
て

い

た
門

弟
た
ち

は

高
田

門

徒

と

呼
ば

れ

、
後

の
仏
光

寺

派
門

主

に
つ

く
荒
木

門

徒
、

阿

佐
布

門
徒
は

高

田
門

徒

の
流

れ
を
く

む

集
団

で

あ
る

こ
と
を

補

足
し

て

コピー厳禁
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お

く

。 

仏

光

寺
三

世

源
海

は
、
出

は

武
蔵

荒

木
の

武
士
で

あ

り
、

常

陸
の

国
（
現

在

の
茨

城

県
）

で
真
仏

の

門
弟

と

な
っ

た
と
さ

れ

て

い

る

。

こ
れ

を

裏
付

け
る
も

の

と
し

て

、
『

源

海
因

縁

』
に 

さ

て

は
常

陸

の
国

ゑ
く
だ

ら

ん
と

て

、
よ

こ
そ
ね

の

真
仏

上

人
の

み
も
と

に

た
づ

ね

ま
い

り
さ
う

ら

う
て

、

相
続

念
仏
ま

う

し

て

の

ち
に

は

、
本

国
武
蔵

の

あ
ら

き

に
住

し
て
源

海

上
人

と

ぞ
ま

う
し
け

る
⑦ 

と

あ

る
。

ま

た
、

こ
の
部

分

か
ら

真

仏
と

の
師
弟

関

係
や

武

蔵
荒

木
（
現

在

の
埼

玉

県
行

田
市
）

の

地
で

の

布
教

も
伺
え

る

。
後

に

源

海

の
率

い

る
門

徒
集
団

は

荒
木

門

徒
と

呼
ば
れ

大

き
な

勢

力
を

な
す
。 

四

世

了
海

は

、
武

蔵
荒
木

の

地
で

源

海
の

門
弟
と

な

り
、

そ

の
教

え
を
受

け

た
と

さ

れ
る

。
そ
の

後

武
蔵

麻

布
（

現
在
の

東

京

都

港

区

）

の

地

へ

と

赴

き

、

同

地

に

善

福

寺

を

建

立

し

阿

佐

布

門

徒

を

形

成

し

た

と

さ

れ

る

。
⑧ 

四

世

了

海

の

も

と

で

学

び

、

門

弟

と

な

っ
た

の

が
、

五
世
誓

海

、
六

世

明
光

で
あ
る

。

五
世

誓

海
は

相
模
甘

縄

（
現

在

の
神

奈
川
県

鎌

倉
市

）

の
生

ま
れ
で

、

明
光

は

相

模

鎌
倉

高

御
蔵

（
現
在

の

神
奈

川

県
鎌

倉
市
）

の

生
ま

れ

で
あ

る
。
誓

海

と
明

光

の
関

係
は
、

師

弟
の

関

係
や

兄
弟
弟

子

、
ま

た

は

父

親
と

も

言
わ

れ
て
い

る

。
ま

た

、
双

方
と
も

に

仏
光

寺

七
世

了
源
の

影

響
で

、

本
願

寺
存
覚

と

の
親

交

が
あ

っ
た
と

さ

れ
て

い

る

。

存
覚

の

著
書

で
あ
る

『

存
覚

一

期
記

』
に
誓

海

の
坊

舎

に
寄

宿
し
た

と

の
記

事

が
残

さ
れ
て

い

る
。

後

述
す

る
が
、

明

光
も

ま

た

備

後
教

化

の
際

、
存
覚

と

の
関

わ

り
合

い
が
あ

る

。
⑨ 

こ

う

し
て

仏

光
寺

の
法
脈

は

受
け

継

が
れ

て
い
っ

た

が
、

明

光
の

背
景
を

調

査
す

る

う
え

で
存
覚

に

つ
い

て

も
述

べ
て
お

か

な

け

れ

ば

な
ら

な

い
。

存
覚
は

本

願
寺

三

世
覚

如
の
長

男

で
、

教

学
を

学
問
的

に

組
織

し

、
初

期
本
願

寺

教
団

の

基
礎

を
作
っ

た

人
物

で

コピー厳禁
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あ

る

。
覚

如

の
教

化
の
助

け

を
し

、

越
前

、
尾
張

な

ど
を

教

化
す

る
が
、

元

亨
二

年

（
一

三
二
二

年

）
に

父

覚
如

か
ら
義

絶

を
う

け

る

。

こ
の

後

、
仏

光
寺
教

団

と
深

い

関
わ

り
合
い

を

持
ち

、

誓
海

や
明
光

、

仏
光

寺

七
世

了
源
と

の

交
流

が

あ
っ

た
。
さ

ら

に
存

覚

は

誓

海
、

明

光
、

了
源
の

師

で
あ

っ

た
と

さ
れ
て

お

り
、

仏

光
寺

教
団
の

中

に
存

覚

の
教

学
が
深

く

入
っ

て

い
る

こ
と
が

伺

え
る

。

ま

た

存
覚

は

建
武

五
年
（

一

三
三

八

年
）
、
備
後
の

地

へ
と

赴

き
、
法

華
宗

徒

と
の

対

論
を

し
た
。
法

華
宗

徒

を
論

破

後
、
備

後
教

化

を

助

力
し

、

明
光

の
為
に

『

顕
名

鈔

』
を

著
し
た

。
⑩ 

ま

た

明
光

の

法
脈

を
継
ぎ

、

誓
海

や

明
光

と
同
じ

く

存
覚

を

師
と

し
、
教

学

を
仰

い

で
い

た
仏
光

寺

七
世

了

源
に

つ
い
て

も

見

て

い

く

。
了
源

は

弘
安

七
年
（

一

二
八

四

年

）
か
ら

建

武
二

年
（

一
三

三
五

年

）
、
別
説

で

永
仁

三
年
（

一

二
九

五

年

）
か

ら

建

武

三

年

・

延

元

元
年

（

一
三

三
六
年

）

に
活

躍

し
た

人
物
と

さ

れ
る

。

出
自

に
つ
い

て

は
知

ら

れ
て

い
な
い

が

、
六

波

羅
探

題
南
方

北

条
維

貞

の

家

人
、

比

留
維

広
の
中

間

と
さ

れ

て
い

る
。
鎌

倉

の
地

で

明
光

の
教
え

を

請
け

て

い
た

と
さ
れ

、

明
光

が

京
都

に
入
京

す

る
際

、

了

源

も
こ

れ

に
同

行
し
、
京

都

の
地

へ

寺
院

建
立

を

目
指

し

た

。
元

応
二

年
（

一
三

二

〇
年

）
、
了

源

は
本

願

寺
三

世
覚
如

の

も
と

に

法

門

の
教

え

を
請

い
、
覚

如

は
存

覚

に
指

導
を
命

じ

、
存

覚

と
了

源
は
師

弟

の
関

係

と
な

る
。
そ

こ

か
ら

了

源
を

通
じ
、

明

光
、

誓

海

へ

と
教

え

が
伝

わ
っ
て

い

っ
た

の

で
あ

る
。
⑪ 

明

光

と
当

時

の
真

宗
教
団

と

の
関

係

、
ま

た
明
光

に

至
る

ま

で
の

法
脈
、

師

弟
の

関

係
に

つ
い
て

述

べ
て

き

た
が

、
こ
れ

ら

の

人

物

は

明
光

に

つ
い

て
知
る

う

え
で

密

接
に

関
わ
っ

て

く
る

人

物
で

あ
る
。 

  

第

三
節 

光
明

本
尊 

コピー厳禁
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さ

て
、

前

節
で

は
明
光

に

関
わ

る

人
物

に
つ
い

て

見
て

き

た
が

、
こ
の

節

で
は

明

光
の

教
化
に

つ

い
て

調

査
し

て
い
く

。

明
光

な

ら

び

に
仏

光

寺
七

世
了
源

は

い
ず

れ

も
光

明
本
尊

を

用
い

て

の
教

化
が
多

く

見
ら

れ

る
。

光
明
本

尊

と
は

、

名
号

を
本
尊

と

し
た

も

の

で

、
名

号

を
中

心
に
釈

迦

や
阿

弥

陀
仏

、
七
高

僧

、
聖

徳

太
子

や
法
然

な

ど
の

諸

師
が

描
か
れ

、

そ
の

中

に
先

述
し
た

宗

祖
親

鸞

か

ら

仏
光

寺

の
法

脈
が
続

く

様
が

見

ら
れ

、
名
号

と

は
別

に

師
弟

の
相
承

に

つ
い

て

も
描

か
れ
て

い

る
。

明

光
と

了
源
は

、

師
で

あ

る

存

覚
指

導

の
も

と
光
明

本

尊
を

製

作
し

た
と
推

測

さ
れ

て

い
る

。 

 

光

明
本

尊

と
い

う
形
は

、

明
光

、

了
源

が
初
め

て

製
作

し

た
も

の
で
は

な

く
、

関

東
の

門
弟
た

ち

の
な

か

で
製

作
さ
れ

て

い
た

。

そ

の

源
流

は

愛
知

県
岡
崎

市

に
あ

る

、
高

田
派
の

妙

源
寺

が

親
鸞

存
世
中

に

製
作

し

て
お

り
、
親

鸞

存
世

中

に
は

す
で
に

形

が
出

来

上

が

っ
て

い

た
。

光
明
本

尊

に
は

六

字
名

号
を
中

心

と
す

る

も
の

、
八
字

名

号
を

中

心
と

す
る
も

の

、
九

字

名
号

を
中
心

と

す
る

も

の

、

十
字

名

号
を

中
心
と

す

る
も

の

な
ど

様
々
な

形

が
あ

る

。
八

字
名
号

は

、
源

海

率
い

る
荒
木

門

徒
の

教

線
と

と
も
に

三

河
方

面

に

、

ま

た

順

信

率

い

る

鹿

島

門

徒
⑫

も

、

八

字

名

号

を

用

い

て

奥

州

方

面

に

広

が

っ

た

。

九

字

名

号

は

、

真

仏

率

い

る

高

田

門

徒

ら

に

よ

っ
て

北

陸
方

面
へ
と

伝

え
ら

れ

た
。 

 

明

光
ら

も

関
東

門
徒
の

流

れ
を

引

き
継

ぐ
も
の

で

あ
る

為

、
光

明
本
尊

に

つ
い

て

知
っ

て
い
た

で

あ
ろ

う

。
明

光
、
了

源

ら
は

そ

れ

ら

の
流

れ

を
引

き
継
い

で

、
教

化

活
動

を
行
っ

た

の
で

あ

る
。

そ
の
中

に

存
覚

の

指
導

が
入
り

洗

練
さ

れ

、
明

光
、
了

源

の
光

明

本

尊

は
広

が

り
を

見
せ
る

の

で
あ

る

。
⑬ 

  

コピー厳禁
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第

三

章 

明

光
の

生
涯 

第

一

節 

二

名
の

明
光 

 

明

光
と

い

う
人

物
の
生

涯

に
つ

い

て
説

明
す
る

。
明

光
の

生
没

年

は
、『

浄

土

真
宗

聖
典
（

注
釈

版

）
第
二

版
』
の

年
表

を

は
じ

め

、

『

興

正
寺

年

表
』
・
『
仏
光

寺

年
表

』

ま
た

真
宗
系

の

辞
典

で

は
、

序
論
で

も

述
べ

た

よ
う

「
弘
安

九

年
（

一

二
八

六
年
）

六

月
～

文

和

二

年
・
正

平
八

年
（
一

三

五
三

年

）
五

月

一
六

日

」
と
あ

る

。
た

だ
し

、
『

興
正

寺

年
表

』
・
『

仏

光

寺
年

表

』
に

つ
い

て

は
没

年
に

つ

い

て
は

記

述
さ

れ
て
い

な

い
。

ま

た
『

本
願
寺

年

表

』
・
『

真
宗

年
表
』

に

は
明

光

に
つ

い
て
の

記

述
は

さ

れ
て

い
な
い

が

、
仏

光

寺

七

世
了

源

の
記

述
を
見

る

に
、

こ

ち
ら

の
説
の

時

代
に

活

躍
し

て
い
た

人

物
で

あ

る
と

推
測
で

き

る
。 

一

方

で
、

明

光
が

初
め
て

建

立
し

た

寺
院

で
あ
る

最

宝
寺

や

、
西

国
布
教

の

際
に

建

立
し

た
と
さ

れ

る
寺

院

の
由

緒
で
は

、

長

寛

二

年

（
一

一

六
四

年
）
か

ら

安
貞

元

年
（

一
二
二

七

年
）

に

活
躍

し
た
人

物

と
記

さ

れ
て

お
り
、

互

い
に

比

較
し

て
も
百

年

以
上

に

も

渡

る
歴

史

の
齟

齬
が
見

ら

れ
る

の

で
あ

る
。
明

光

に
つ

い

て
触

れ
る
に

は

、
ま

ず

こ
の

点
に
つ

い

て
押

さ

え
て

お
か
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。 

明

光

の
生

没

年
に

関
す
る

考

察
は

、

鷲
尾

教
導
「

明

光
上

人

の
研

究

」
『

六

条
学

報

』
（

第

一
五

巻

、
一

九

一
五

年
）
で

、

備
後

寺

院

、

最
宝

寺

の
縁

起
通
り

で

あ
る

、

長
寛

二
年
か

ら

安
貞

元

年
ま

で
の
生

没

年
で

は

、
時

代
的
矛

盾

を
は

ら

む
部

分
が
出

て

く
る

と

指

摘

さ
れ

て

い
る

。
ま
た

『

日
本

仏

家
人

名
辞
典

』

で
は

、

明
光

に
関
す

る

項
目

が

、
光

照
寺
・

最

宝
寺

開

山
の

で
あ
る

明

光
と

、

仏

光

寺
六

世

で
あ

る
明
光

の

二
つ

に

分
か

れ
て
い

る

。
つ

ま

り
、

明
光
は

光

照
寺

・

最
宝

寺
開
山

で

あ
り

長

寛
二

年
か
ら

安

貞
元

年

ま

で

活
躍

し

た
明

光
と
、

仏

光
寺

六

世
で

あ
り
弘

安

九
年

か

ら
文

和
二
年

・

正
平

八

年
ま

で
活
躍

し

た
明

光

の
二

名
の
い

た

と
い

う

コピー厳禁
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こ

と

で
あ

る

。
光

照
寺
史

編

集
委

員

会
編

『
備
後

光

照
寺 

西
国

真

宗
の

根

本
道

場

』
で

は
、
こ

の

二
名

の

明
光

に
つ
い

て

、 

明

光

房
良

雲 

最

宝
寺
・

光

照
寺

開

山 

長
寛
二

年

（
一

一

六
四

）
～
安

貞

元
年

（

一
二

二
七
）

六

十
四

歳 
明

光

房
了

円 

仏

光
寺
派

仏

光
寺

六

世 

弘
安
九

年

（
一

二

八
六

）
～
文

和

二
年

（

一
三

五
三
）

六

十
八

歳 

と

さ

れ
て

お

り
、

こ
の
名

称

を
本

論

で
も

用
い
る

こ

と
と

す

る
。

た
だ
し

、

こ
の

二

名
に

対
し
て

『

本
願

寺

通
紀

』
に
は

「

或
い

は

い

ふ

明
光

は

、
最

宝
寺
の

明

光
と

同

人
な

り
と
、

さ

れ
ど

年

代
相

違
せ
り

」

と
書

か

れ
、

明
光
が

決

し
て

二

名
い

た
と
は

限

ら
な

い

と

さ

れ
て

お

り
、

ま
た
現

在

し
て

い

る
文

献
で
は

、

二
名

が

混
合

し
て
い

る

部
分

が

あ
り

、
比
較

が

難
し

い

部
分

が
出
て

く

る
。

後

述

で

は
双

方

の
生

涯
を
論

じ

、
そ

の

後
に

歴
史
的

背

景
を

踏

ま
え

つ
つ
考

察

し
て

い

く
。
⑭ 

 
 

第

二

節 

明

光
房

了
円 

 

明

光
房

了

円
と

さ
れ
る

人

物
で

あ

る
が

、
多
く

の

浄
土

真

宗
系

の
年
表

に

あ
る

よ

う
、

真
宗
史

で

明
光

が

扱
わ

れ
る
と

き

は
主

に

了

円

を
示

し

て
い

る
。
了

円

は
弘

安

九
年

（
一
二

八

六
年

）

か
ら

文
和
二

年

（
一

三

五
三

年
）
ま

で

の
人

物

で
、

鎌
倉
か

ら

南
北

朝

へ

と

移
り

変

わ
る

時
代
に

活

躍
し

た

人
物

で
あ
る

。

出
生

地

は
現

在
の
神

奈

川
県

、

鎌
倉

に
あ
る

高

御
蔵

と

い
う

場
所
で

、

弘
安

九

年

（

一
二

八

六
年

）
六
月

に

出
生

さ

れ
た

と
あ
る

。

了
円

の

両
親

に
つ
い

て

は
諸

説

あ
り

、
仏
光

寺

五
世

誓

海
の

子
で
あ

る

説
や

、

四

世

了
海

の

子
で

あ
る
説

が

あ
る

。

ま
た

七
世
了

源

の
実

の

兄
と

い
う
説

な

ど
様

々

あ
る

。
有
力

な

説
は

誓

海
の

子
で
あ

り

、
仏

光

寺

派

で
は

了

円
は

誓
海
の

子

と
さ

れ

て
い

る
。
⑮ 

 

ま

た
正

安

三
年

（
一
三

〇

一
年

）

に
了

円
は
得

度

を
し

、

鎌
倉

高
御
蔵

の

地
に

最

宝
寺

を
建
立

し

た
と

さ

れ
る

。
後
に

最

宝
寺

は

コピー厳禁
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戦

国

時
代

、

高
御

蔵
か
ら

相

模
野

比

（
現

在
の
神

奈

川
県

横

須
賀

市
）
の

地

へ
と

移

さ
れ

、
現
在

も

そ
の

地

に
あ

る
。
最

宝

寺
建

立

の

後

、
了

円

は
弟

子
で
あ

っ

た
仏

光

寺
七

世
了
源

ら

と
共

に

、
京

都
に
入

京

す
る

。

京
都

に
入
っ

た

後
は

記

録
が

残
っ
て

い

な
か

っ

た

が

、
了

円

は
興

正
寺
（

後

の
仏

光

寺
）

の
寺
務

を

携
わ

っ

て
い

た
こ
と

か

ら
、

興

正
寺

建
立
の

為

に
活

動

し
て

い
た
の

で

は
な

い

か

と

推
測

で

き
る

。
そ
の

後

、
了

円

は
正

和
二
年

（

一
三

一

四
年

）
一
二

月

に
西

国

教
化

の
為
、

京

都
を

離

れ
山

南
の
地

へ

赴
い

て

行

き

、
了
源

は

元
応

二
年
（

一

三
一

九

年
）
、
京
都

山

科
の

地

へ
興

正
寺
の

建

立
を

は

じ
め

、
了
円

と

了
源

は

そ
れ

ぞ
れ
の

道

を
歩

む

こ

と

に
な

る

。 

 

さ

て
、

了

円
と

の
繋
が

り

が
深

い

了
源

と
存
覚

で

あ
る

が

、
改

め
て
そ

の

歴
史

に

つ
い

て
触
れ

て

い
く

。

了
源

は
元
応

二

年
（

一

三

二

〇
年

）
に

興
正

寺
の

歓

進
を

は

じ
め
、
本
願

寺

覚
如

へ

寺
院

創
建
の

た

め
の

勧

進
書

を
提
出

す

る
。
元
享

三
年
（
一

三

二
三

年

）

に

興

正
寺

を

建
立

す
る
が

、

興
正

寺

と
命

名
し
た

の

は
覚

如

で
あ

っ
た
。

勧

進
書

の

提
出

の
際
、

勧

進
書

以

外
に

も
了
源

は

覚
如

へ

法

門

の
指

導

を
願

い

、
覚

如

の
命

に

よ
り

存
覚
が

了

源
の

指

導
を

受
け
た

の

で
あ

っ

た
。
こ

こ
か

ら

了
源

と

存
覚

の
友
好

が

始
ま

り

、

存

覚

は
了

源

に
『

浄
土
真

要

鈔
』
二
巻

、『
諸

神
本

懐

集
』
二
巻

、『
女

人
往

生

聞
書

』
一

巻

、
を
著

し

、
そ

の
後

も
『
破
邪

顕

正
鈔

』

三

巻

、『

弁
述

名
体

鈔

』
一

巻

を
そ

れ

ぞ
れ

著
し
た

。
こ

う
し

て

了
源

は
存

覚

の
教

学

を
学

ん
で
い

っ

た
の

で

あ
る

。
存
覚

か

ら
教

義

を

学

ん
で

い

く
が

、
元
亨

二

年
（

一

三
二

二
年
）

存

覚
が

父

覚
如

か
ら
の

義

絶
を

受

け
て

い
る
。

存

覚
か

ら

教
義

を
学
ん

で

い
た

了

源

も

ま
た

覚

如
と

の
確
執

が

生
じ

て

し
ま

う
こ
と

と

な
る

。

し
か

し
、
以

後

も
存

覚

と
の

関
係
を

断

ち
切

ら

ず
、

了
源
は

破

門
と

さ

れ

興

正
寺

の

寺
号

返
還
を

余

儀
な

く

さ
れ

た
の
で

あ

る
。

こ

の
こ

と
か
ら

新

し
い

寺

号
が

必
要
と

な

り
、

存

覚
か

ら
仏
光

寺

と
命

名

し

て

も
ら

っ

た
の

で
あ
る

。

そ
の

後

も
了

源
は
存

覚

の
生

活

を
支

え
、
仏

光

寺
内

に

住
居

し
友
好

な

関
係

を

続
け

て
い
く

が

、
仏

光

コピー厳禁
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寺

が

火
災

と

な
り

、
存
覚

は

東
国

へ

一
時

的
に
移

り

住
む

こ

と
に

な
る
。 

 
存

覚

は

仏

光

寺

の

後

、

誓

海

の

も

と

で

あ

る

鎌

倉

甘

縄

の

地

に

移

り

住

む

。
『

存

覚

一

期

記

』

に

「

着

甘

縄

願

念
誓

海

」

と

あ

り

、

こ

こ

の
願

念

と
は

誓
海
の

こ

と
で

あ

る
。

誓
海
は

仏

光
寺

五

世
と

さ
れ
て

お

り
、

了

源
は

孫
弟
子

に

あ
た

る

。
こ

の
こ
と

か

ら
、

了

源

の

紹
介

に

よ
り

誓
海
の

も

と
に

移

住
し

た
の
で

は

な
い

か

と
考

え
ら
れ

て

い
る

。
存

覚
が

仏
光

寺

を
離

れ

た
の

が

、
元

徳

三
年
（

一

三

三

一
年

）

の
正

月
（
元

徳

三
年

の

正
月

は
二
月

八

日
）

で

あ
る

が
、
誓

海

の
没

年

が
正

和
五
年

（

一
三

一

七
年

）
五
月

二

十
六

日

（

西

暦
で

は

七
月

六
日
）

と

残
さ

れ

て
お

り
、
時

代

の
食

い

違
い

が
み
て

と

れ
る

。

そ
し

て
鎌
倉

の

後
、

存

覚
は

西
国
、

つ

ま
り

は

了

円

の
元

を

訪
れ

た
の
で

あ

る
。
⑯ 

 

こ

う
し

て

存
覚

は
西
国

布

教
へ

と

や
っ

て
く
る

。

こ
の

頃

の
備

後
教
団

は

、
了

円

の
弟

子
で
あ

る

慶
円

が

中
心

と
な
っ

て

動
い

て

お

り

、
了

円

は
備

後
と
京

都

を
行

き

来
し

て
い
る

形

で
あ

っ

た
。

存
覚
が

備

後
へ

と

赴
く

際
も
、

了

円
は

鎌

倉
に

居
り
存

覚

と
一

緒

に

備

後
へ

や

っ
て

き
た
の

で

は
と

さ

れ
て

い
る
。
こ

こ

で
も

誓
海

同

様

、
了

円

は
了

源

の
紹

介
で
存

覚

に
教

学

を
学

ん
だ
と

さ

れ
る

。

ま

た

『
存

覚

一
期

記
』
に

「

於
備

後

国
府

守
護
前

、

与
法

花

宗
対

決
了
、

御

門
弟

依

望
申

」
と
あ

り

、
存

覚

が
備

後
の
地

へ

と
赴

い

た

際

、
門

信

徒
の

頼
み
に

よ

り
法

華

宗
徒

と
の
対

決

を
し

た

と
記

さ
れ
て

い

る
。

当

時
、

備
後
へ

と

真
宗

が

伝
わ

る
以
前

に

、
す

で

に

日

蓮
宗

が

入
っ

て
い
た

。

一
章

で

も
述

べ
た
よ

う

に
、

日

蓮
宗

の
教
線

は

備
中

や

備
後

に
ま
で

広

が
っ

て

い
っ

て
い
た

。

そ
の

祖

は

大

覚
と

い

う
人

物
で
、

日

蓮
宗

の

祖
と

さ
れ
て

い

た
。 

こ

の

大
覚

と

対
論

し
た
と

い

う
記

録

は
残

さ
れ
て

い

な
い

が
、
建
武

五
年
（
一

三

三
八

年
）
三
月

に

対
論

が

な
さ

れ
た
と

存

覚
著
『
法

華

問

答

』
、
『

存
覚

一
期
記

』

に
残

さ

れ
て

い
る
。 

コピー厳禁
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存

覚
は

こ

の
法

華
問
答

と

言
わ

れ

る
対

論
で
、

日

蓮
宗

徒

を
論

破
し
勝

利

を
お

さ

め
て

い
る
。

こ

の
活

躍

に
よ

り
覚
如

と

の
和

解

が

な

さ
れ

、

存
覚

は
京
都

の

京
都

大

谷
の

地
へ
移

り

住
む

こ

と
に

な
る
。

ま

た
、

こ

の
後

で
あ
る

康

永
元

年

（
一

三
四
二

年

）
に

、

覚

如

か
ら

再

度
義

絶
を
さ

れ

る
が

、

存
覚

と
明
光

の

関
係

は

見
ら

れ
な
い

為

、
本

稿

で
は

扱
わ
な

い

こ
と

と

す
る

。
さ
て

、

存
覚

が

京

都

へ
帰

る

ま
で

の
間
に
『

顕
名

鈔
』
を

明
光
の

為

に
著

し

て
い

る

。
『

存

覚
一

期

記
』
に
よ
る

と
『
顕

名

鈔
』
を
著
し

た

の
は

暦

応

元

年
（
一

三

三
八

年
）
と

記

さ
れ

て

い
る

。
『
顕

名

鈔
』
に

は
、
私
た
ち

は

阿
弥

陀

仏
の

名
号
の

み

を
選

ぶ

が
、
な
ぜ
南

無

阿
弥

陀

仏

で

な

け
れ

ば

な
ら

な
い
の

か

と
い

う

こ
と

に
つ
い

て

説
か

れ

て
い

る

。
ま

た

、
名
号

が
往

生

の
正

因

で
あ

る

と
信

ず
る
だ

け

で
な

く

、

な

ぜ

称
名

で

救
わ

れ
て
い

く

の
か

、

南
無

阿
弥
陀

仏

と
は

何

か
を

知
っ
て

い

れ
ば

、

ま
す

ま
す
信

心

が
確

か

に
な

る
と
説

か

れ
て

い

る

も

の
で

あ

る
。
⑰ 

 

以

上
が

明

光
房

了
円
の

生

涯
、

歴

史
で

あ
る
が

、

こ
こ

で

は
二

名
の
区

別

が
曖

昧

で
、

了
円
と

了

雲
が

混

ざ
り

合
っ
て

伝

わ
っ

て

い

る

も
の

が

多
い

。
混
合

す

る
部

分

に
つ

い
て
は

触

れ
ず

、

考
察

に
て
述

べ

て
い

く

。 

 

第

三

節 

明

光
房

良
雲 

明

光

房
良

雲

と
さ

れ
る
人

物

は

、
長

寛
二

年
（
一

一

六
四

年

）
か

ら

安
貞

元

年
（
一

二
二

七

年
）
ま

で

活
躍

し
た

と

さ
れ

て

い
る
。

鎌

倉

の
最

宝

寺
の

由
緒
や

、

備
後

で

明
光

と
所
縁

の

あ
る

寺

院
に

残
さ
れ

て

い
る

由

緒
に

は
、
長

寛

二
年

か

ら
の

人
物
と

著

さ
れ

て

い

る

。
い

ず

れ
の

由
緒
に

も

一
貫

し

て
、

藤
原
鎌

足

の
末

裔

頼
康

の
四
男

で

あ
り

、

母
は

源
頼
朝

の

嫡
女

と

さ
れ

て
い
る

。

つ
ま

り

了

雲

は
源

頼

朝
の

甥
で
あ

る

と
著

さ

れ
て

い
る
。

了

雲
は

十

五
歳

の
時
、

叡

山
明

雲

僧
正

の
元
で

出

家
得

度

し
、

了
雲
明

光

坊
と

名

コピー厳禁
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付

け

ら
れ

た

。
そ

の
翌
年

か

ら
明

雲

僧
正

の
勧
め

で

慈
鎮

和

尚
を

師
と
し

、

比
叡

山

で
は

仏
道
を

学

び
学

匠

と
仰

が
れ
る

ほ

ど
で

あ

っ

た

と
い

う

。
比

叡
山
で

仏

門
を

深

め
る

な
か
、

了

雲
は

建

久
七

年
（
一

一

九
六

年

）
頼

朝
の
頼

み

で
鎌

倉

の
弁

ヶ
谷
に

最

宝
寺

を

建

立

し
、

そ

の
本

堂
に
は

頼

朝
の

病

気
平

癒
の
た

め

、
薬

師

如
来

が
設
置

さ

れ
た

。

鎌
倉

に
身
を

置

い
て

も

ま
す

ま
す
仏

門

を
深

め

て

い

く
が

、

そ
こ

で
曇
鸞

大

師
の

『

浄
土

論
註
』

を

読
み

深

め
る

際
に
、

他

力
信

心

の
極

致
は
非

常

に
惑

い

や
す

い
と
思

わ

れ
、

名

師

へ

教
え

を

請
わ

れ
る
。

そ

こ
に

偶

然
に

も
、
親

鸞

が
越

後

へ
流

罪
さ
れ

た

と
い

う

噂
を

聞
き
、

承

元
二

年

（
一

二
〇
八

年

）
三

月

に

越

後
の

国

へ
赴

き
、
親

鸞

か
ら

弘

願
他

力
の
法

脈

を
受

け

、
了

雲
は
親

鸞

を
師

と

仰
ぐ

よ
う
に

な

っ
た

。

そ
の

後
、
最

宝

寺
へ

帰

省

し

山
号

を

五
明

山
最
宝

寺

へ
と

改

め
、

法
流
を

天

台
か

ら

真
宗

へ
と
改

宗

し
、

阿

弥
陀

如
来
を

安

置
さ

れ

た
と

い
う
。 

時

に

親
鸞

は

他
力

真
宗
の

法

門
に

つ

い
て

、
凡
夫

往

生
の

唯

一
の

教
え
で

あ

る
と

し

、
そ

の
教
え

が

広
く

布

教
さ

れ
る
こ

と

を

望

ま

れ

た
。

都

と
そ

の
近
国

は

、
法

然

の
長

年
の
教

化

に
よ

っ

て
広

く
知
ら

れ

て
お

り

、
南

海
四
国

は

法
然

流

罪
の

地
、
東

関

北
陸

は

自

身

の
流

罪

の
地

で
あ
り

、

教
え

を

勧
め

る
こ
と

が

出
来

る

と
考

え
ら
れ

た

。
し

か

し
、

西
国
に

於

い
て

は

教
え

を
広
め

る

手
が

な

い

と

さ
れ

、

了
雲

に
対
し

西

国
へ

他

力
真

宗
の
教

え

を
弘

め

る
こ

と
を
命

じ

ら
れ

、

建
保

四
年
（

一

二
一

六

年
）

了
雲
は

西

国
に

赴

く

こ

と
と

な

っ
た

。 

了

雲

は
こ

う

し
て

備
後
山

南

の
地

に

降
り

立
つ
の

だ

が
、

そ

の
際

に
親
鸞

か

ら
賜

っ

た
と

さ
れ
る

若

我
成

佛

等
の

真
文
お

よ

び

六

字

法

号
と

、

源
氏

所
縁
の

武

士
の

一

族
で

あ
る
、

弘

角
、

苅

屋
、

新
屋
の

従

者
十

八

名
を

連
れ
て

向

か
っ

た

と
さ

れ
る
。

山

南
の

地

に

降

り
立

っ

て
か

ら
は
、

そ

こ
で

働

く
人

々
を
中

心

と
し

て

布
教

活
動
を

行

っ
て

い

た
。

そ
う
し

た

活
動

を

行
い

真
宗
の

勢

い
を

増

し

て

い
く

中

、
西

国
初
の

真

宗
寺

院

と
な

る
光
照

寺

を
備

後

山
南

の
地
に

建

立
し

た

。
光

照
寺
建

立

後
、

他

に
も

数
件
、

こ

の
地

に

コピー厳禁
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真

宗

寺
院

を

建
立

す
る
が

、

そ
の

勢

い
は

備
後
だ

け

で
な

く

備
中

に
ま
で

勢

力
を

伸

ば
し

、
さ
ら

に

現
在

の

島
根

県
、
山

口

県
で

あ

る

山

陰
、

周

防
ま

で
明
光

を

開
祖

と

す
る

寺
院
が

あ

り
、

教

線
が

拡
が
っ

て

い
た

と

い
う

。
こ
の

よ

う
に

西

国
で

の
真
宗

基

盤
を

築

き

、

真
宗

布

教
の

命
を
果

た

し
た

了

雲
は

、
親
鸞

に

そ
の

由

を
報

告
す
る

べ

く
再

び

親
鸞

の
元
を

訪

れ
る

こ

と
を

望
み
、

京

都
の

地

に

赴

か
れ

た

。
し

か

し
そ

の

道
中

に

、
山

城

鳥
飼

の

地
（

現

在
の

大

阪
府

摂

津
市

周

辺
）
で

病
に

侵

さ
れ

、
「
弘

願

念
仏

の

法
門
普
く

西

国

に
弘

ま

ら
ん

事
」
と

、

弘
願

念

仏
の

法
門
が

西

国
に

ひ

ろ
ま

る
事
を

最

後
の

言

葉
と

し
、
安

貞

元
年

（

一
二

二
七
年

）

五
月

十

六

日

、
随

従

の
門

弟
に
見

送

ら
れ

、

洛
陽

鳥
辺
野

の

地
で

荼

毘
さ

れ
葬
儀

が

執
り

行

わ
れ

た
。
了

雲

の
遺

骨

は
備

後
の
地

へ

持
ち

帰

ら

れ

た
と

さ

れ
て

い
る
。
⑱ 

以

上

が
光

照

寺
縁

起
に
語

ら

れ
る

明

光
房

了
雲
の

生

涯
で

あ

る
。

他
の
明

光

所
縁

の

あ
る

備
後
の

真

宗
寺

院

や
鎌

倉
の
最

宝

寺

の

縁

起

も
多

少

年
代

の
誤
差

が

あ
る

が

、
い

ず
れ
も

こ

こ
で

語

っ
た

了
雲
と

活

躍
し

た

時
代

で
あ
り

、

年
代

の

差
異

以
外
は

総

じ
て

了

雲

と

同
じ

で

あ
る

。
こ
こ

ま

で
明

光

に
つ

い
て
調

査

し
て

き

た
が

、
結
論

で

は
二

名

の
明

光
を
は

じ

め
と

す

る
、

矛
盾
や

意

見
の

食

い

違

い
に

対

し
て

、
一
章

で

扱
っ

た

時
代

背
景
や

二

章
の

明

光
の

関
わ
り

合

い
の

深

い
人

物
か
ら

考

察
し

て

い
く

。 

 

  

結

論 

 

こ

れ
ま

で

、
明

光
の
活

躍

し
た

時

代
背

景
や
、

関

わ
り

合

い
の

あ
っ
た

人

物
、

活

躍
し

た
時
代

の

違
う

二

名
の

明
光
、

明

光
房

良

コピー厳禁
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雲

、

明
光

房

了
円

の
生
涯

に

つ
い

て

見
て

き
た
。

明

光
に

つ

い
て

調
査
し

た

な
か

で

、
特

に
矛
盾

が

感
じ

ら

れ
る

部
分
は

二

名
の

明

光

の

存
在

で

あ
ろ

う
。
こ

の

二
名

の

明
光

は
第
三

章

で
取

り

上
げ

た
よ
う

、 

 
 

明
光

房

良
雲 

最
宝

寺

・
光

照

寺
開

山 

長

寛

二
年

（

一
一

六
四
）

～

安
貞

元

年
（

一
二
二

七

）
六

十

四
歳 

明

光

房
了

円 

仏

光
寺
派

仏

光
寺

六

世 

弘
安
九

年

（
一

二

八
六

）
～
文

和

二
年

（

一
三

五
三
）

六

十
八

歳 

と

本

論
で

は

定
義

し
て
い

る

。
こ

の

二
名

の
活
躍

し

て
い

た

時
代

を
み
る

と

、
了

雲

は
平

安
末
期

か

ら
鎌

倉

時
代

の
草
創

期

、
了

円

は

鎌

倉
末

期

か
ら

南
北
朝

時

代
で

あ

る
。 

第

一

章
で

見

た
当

時
の
時

代

背
景

と

照
ら

し
合
わ

せ

て
考

え

る
と

、
了
雲

が

活
躍

し

た
時

代
は
、

源

氏
が

幕

府
を

築
き
勢

力

を

な

し

た

時
代

と

重
な

る

。
了

雲

の
母

は

源
頼

朝
の
嫡

女

と
さ

れ

て
い

る
こ
と

か

ら

、
最

宝
寺

建

立
の

際

に
将

軍

頼
朝

公
の
呼

び

か
け

や

、

備

後

へ
の

入

港
の

際
、
源

氏

縁
の

武

士
が

同
伴
し

た

こ
と

か

ら
、

源
氏
の

了

雲
に

対

す
る

助
力
が

多

く
見

て

取
れ

る
。
源

氏

が
執

権

を

執

っ
て

い

た
の

が
三
代

将

軍
源

実

朝
ま

で
で
あ

り

、
建

保

七
年

（
一
二

一

九
年

）

に
実

朝
が
暗

殺

さ
れ

る

ま
で

源
氏
の

執

権
は

続

く

が

、
そ

の

繁
栄

と
と
も

に

了
雲

の

教
化

活
動
も

広

が
っ

た

で
あ

ろ
う
。 

し

か

し
、

源

氏
の

衰
退
と

と

も
に

、

了
雲

の
旅
路

は

厳
し

く

な
っ

て
い
っ

た

の
で

は

な
い

だ
ろ
う

か

。
了

雲

が
備

後
教
化

に

赴

い

た

際

の
建

保

四
年

（
一
二

一

六
年

）

は
、

当
時
の

幕

府
と

朝

廷
と

の
確
執

が

生
じ

始

め
て

い
た
。

三

代
将

軍

実
朝

の
暗
殺

後

、
実

朝

の

後

継
者

問

題
に

当
時
の

天

皇
で

あ

っ
た

後
鳥
羽

天

皇
の

皇

子
が

予
定
さ

れ

て
い

た

が
、

幕
府
が

こ

れ
を

拒

否
し

、
北
条

政

子
が

後

見

と

な
り

源

氏
の

血
縁
者

で

あ
る

九

条
三

虎
を
将

軍

と
し

た

の
で

あ
る
。

そ

の
結

果

、
承

久
三
年

（

一
二

二

一
年

）
に
幕

府

と
朝

廷

と

の

確
執

が

大
き

く
な
り

、

承
久

の

乱
が

起
こ
る

の

で
あ

る

。
そ

の
よ
う

な

中
、

朝

廷
が

あ
る
京

都

を
源

氏

に
通

じ
る
了

雲

が
通

過

コピー厳禁
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す

る

の
は

容

易
で

は
な
い

よ

う
に

思

え
る

。
そ
う

し

た
背

景

か
ら

陸
路
で

は

な
く

、

海
路

で
の
入

港

で
あ

っ

た
の

で
は
な

い

か
と

考

え

ら

れ
る

。

ま
た

晩
年
に

、

親
鸞

の

元
を

訪
れ
よ

う

と
京

都

の
地

に
赴
く

が

、
こ

の

年
代

、
安
貞

元

年
（

一

二
二

七
年
）

の

前
に

承

久

の

乱
が

起

こ
り

、
朝
廷

を

管
理

す

る
職

で
あ
る

六

波
羅

探

題
が

設
置
さ

れ

、
朝

廷

と
幕

府
も
一

時

的
に

は

落
ち

着
き
、

了

雲
も

比

較

的

行
き

来

し
や

す
く
な

っ

た
の

で

は
と

推
測
で

き

る
。
⑲ 

さ

て

、
了

雲

の
時

代
背
景

を

見
た

が

、
了

円
の
時

代

背
景

に

も
焦

点
を
あ

て

て
比

較

す
る

。
了
円

の

活
躍

し

た
当

時
は
、

鎌

倉

末

期

で

あ
り

、

源
氏

の
衰
退

や

幕
府

に

対
す

る
不
満

は

強
く

、

特
に

後
醍
醐

天

皇
率

い

る
倒

幕
運
動

が

起
こ

り

、
社

会
情
勢

の

不
安

が

う

か

が
え

る

時
代

で
あ
る

。

了
円

が

備
後

へ
と
や

っ

て
き

た

の
は

正
和
二

年

（
一

三

一
四

年
）
の

こ

と
で

あ

る
。

当
時
の

情

勢
は

文

保

二

年
（

一

三
一

八
年
）

に

後
醍

醐

天
皇

が
即
位

す

る
ま

で

幾
ば

く
か
の

年

数
が

あ

り
、

ま
た
芸

備

で
も

特

に
目

立
っ
た

事

柄
は

な

く

、

前
後

の

時
代

と
比
較

し

て
情

勢

は
厳

し
く
な

か

っ
た

よ

う
に

思
え
る

。

し
か

し

、
了

円
は
山

南

へ
教

化

に
赴

い
た
ま

ま

戻
ら

な

か

っ

た
と

い

う
わ

け
で
な

く

、
山

南

と
京

都
の
地

を

行
き

来

し
て

い
た
と

残

さ
れ

て

い
る

。
存
覚

が

備
後

に

入
る

際
も
、

了

円
が

同

行

し

て
い

た

こ
と

か
ら
も

了

円
が

行

き
来

し
て
い

た

こ
と

が

伺
え

る
で
あ

ろ

う
。

そ

こ
で

存
覚
が

仏

光
寺

を

離
れ

た
元
徳

三

年
（

一

三

三

一
年

）

あ
た

り
の
時

代

背
景

に

つ
い

て
見
る

。

文
保

二

年
に

後
醍
醐

天

皇
が

即

位
し

た
こ
と

に

つ
い

て

触
れ

た
が
、

後

醍
醐

天

皇

は

鎌
倉

幕

府
を

倒
幕
し

、

建
武

の

新
政

を
実
施

し

た
人

物

で
あ

る
。
後

醍

醐
天

皇

は
即

位
直
後

か

ら
倒

幕

の
意

を
示
し

て

お
り

、

元

亨

四
年

（

一
三

二
四
年

）

に
正

中

の
変

と
い
う

、

後
鳥

羽

天
皇

の
討
幕

計

画
が

幕

府
側

に
知
ら

れ

、
首

謀

者
が

処
刑
さ

れ

る
事

件

が

起

こ
っ

て

い
る

。
ま
た

そ

の
数

年

後
、

丁
度
存

覚

が
仏

光

寺
を

離
れ
た

直

後
で

あ

る
元

弘
元
年

（

一
三

三

一
年

）
か
ら

元

弘
三

年

（

一

三
三

三

年
）

ま
で
、

後

醍
醐

天

皇
を

中
心
と

し

た
鎌

倉

幕
府

討
伐
の

戦

い
で

あ

る
、

元
弘
の

乱

が
起

き

て
い

る
。
こ

の

こ
と

か
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ら

、

存
覚

が

山
南

の
地
へ

入

る
頃

は

社
会

情
勢
が

混

乱
を

極

め
て

い
た
こ

と

が
伺

え

る
。

存
覚
が

身

を
寄

せ

て
い

た
誓
海

も

鎌
倉

に

住

し

て
お

り

、
乱

の
激
化

に

よ
っ

て

備
後

へ
下
っ

た

と
い

う

推
測

も
出
来

る

。
了

円

は
存

覚
と
同

行

し
て

い

た
訳

で
あ
る

が

、
当

時

の

情

勢
は

戦

乱
に

よ
り
厳

し

く
な

っ

て
お

り
、
険

し

い
旅

で

あ
っ

た
だ
ろ

う

。
ま

た

了
雲

と
混
合

し

て
い

る

可
能

性
も
あ

る

が
、

晩

年

了

雲
と

同

様
に

洛
陽
鳥

辺

野
の

地

で
荼

毘
さ
れ

た

と
い

う

伝
承

が
残
っ

て

い
る

。

こ
こ

か
ら
了

円

は
少

な

く
と

も
、
鎌

倉

か
ら

京

都

へ

陸
路

で

赴
き

、
数
年

京

都
で

過

ご
し

山
南
へ

入

港
し

、

教
化

の
途
で

山

南
か

ら

鎌
倉

、
存
覚

と

同
行

し

鎌
倉

か
ら
山

南

、
晩

年

山

南

か
ら

京

都
へ

渡
っ
て

い

る
こ

と

が
見

て
取
れ

る

。
⑳ 

二

名

の
明

光

に
つ

い
て
の

時

代
背

景

を
見

た
が
、

了

雲
、

了

円
と

も
に
動

乱

の
あ

る

道
中

で
あ
っ

た

だ
ろ

う

こ
と

が
伺
え

る

。

こ

の

二

名
を

比

較
し

て
挙
げ

ら

れ
る

の

が
、

支
援
す

る

人
物

の

存
在

の
違
い

が

あ
る

。

了
雲

に
つ
い

て

は
、

親

族
と

い
う
こ

と

か
ら

源

氏

の

強
い

後

ろ
盾

が
あ
り

、

最
宝

寺

の
建

立
や
、

源

氏
所

縁

の
武

士
の
護

衛

、
ま

た

備
後

入
港
の

際

も
源

氏

、
北

条
家
と

繋

が
り

が

あ

る

大
仏

氏

の
元

で
教
化

活

動
を

し

て
い

た
。
ま

た
、
了

雲
が

備
後

へ
入

っ

た
後

も

源
氏

と
の
関

係

は
続

い

て
お

り
、
承

久

元
年
（
一

二

一

九
年

）

に
当

時
の
将

軍

で
あ

る

源
実

朝
か
ら

寺

領
と

し

て
山

南
の
庄

を

賜
っ

た

と
、

光
照
寺

縁

起
に

示

さ
れ

て
い
る

。
㉑

 

一

方

の
了

円

に
つ

い
て
で

あ

る
が

、

備
後

入
港
時

の

従
者

の

部
分

で
、
了

円

も
ま

た

弘
角

、
苅
屋

、

新
屋

の

従
者

を
従
え

て

入

港

し

た

と
残

さ

れ
て

い
る
。

こ

の
従

者

に
つ

い
て
は

了

雲
と

混

在
し

て
い
る

が

、
了

円

に
つ

い
て
述

べ

ら
れ

て

い
る

と
さ
れ

る

部
分

で

は

、

源
氏

と

の
繋

が
り
が

あ

る
よ

う

に
感

じ
ら
れ

な

い
。

従

者
の

件
だ
け

で

な
く

、

鎌
倉

末
期
と

い

う
時

代

や
、

出
生
や

生

涯
か

ら

み

て

も
了

円

と
源

氏
と
の

繋

が
り

は

な
い

の
で
あ

る

。
で

は

了
円

の
支
援

者

は
誰

で

あ
っ

た
の
か

。

私
は

関

東
門

徒
の
支

援

が
あ

っ

た

の

で
は

な

い
か

と
推
測

す

る
。

仏

光
寺

七
世
了

源

が
興

正

寺
を

京
都
山

科

の
地

に

建
立

す
る
際

、

関
東

門

徒
の

助
力
に

よ

っ
て

、
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短

期

間
で

の

建
立

が
な
さ

れ

た
。

そ

れ
ほ

ど
ま
で

に

関
東

門

徒
の

力
と
い

う

も
の

が

あ
っ

た
の
で

は

な
い

か

と
考

え
ら
れ

る

。
了

円

が

鎌

倉
、

京

都
、

山
南
を

行

き
来

す

る
の

も
、
関

東

へ
の

教

化
や

存
覚
の

教

学
を

学

ぶ
他

、
関
東

に

赴
き

助

力
を

得
て
い

た

か
も

し

れ

な

い

。
し
か

し

、
関

東
門

徒

で
い

え

ば
鎌

倉
で
教

化

し
た

了

雲
に

も
あ
り

、
後

ろ

盾
と

い
う

面
で

は

源
氏

の

力
は

は
る
か

に

強
い

。

さ

ら

に
了

円

は
行

き
来
す

る

回
数

が

多
く

、
さ
ら

に

社
会

情

勢
の

厳
し
い

中

、
何

度

も
往

復
す
る

と

い
う

点

に
つ

い
て
は

疑

問
が

残

る

と

こ
ろ

で

あ
る

。 

ま

た

、
備

後

に
伝

わ
る
光

明

本
尊

か

ら
も

明
光
ら

の

考
察

が

出
来

る
。
明

光

を
開

祖

と
す

る
、
山

南

の
寺

院

で
あ

る
宝
田

院

に

伝

わ

る

光

明

本

尊

を

見

る

と

、

親

鸞

以

下

は

「

真

仏

聖

人

、

源

海

聖

人

、

了

海

聖

人

、

釈

誓

海

、

明

光

聖

人

」

と

な

っ

て

い

る

。
㉒

こ

れ

は

、
仏

光

寺
の

法
脈
を

示

す
了

円

の
も

の
で
あ

り

、
備

後

に
伝

わ
る
了

雲

の
も

の

と
は

違
っ
て

く

る
の

で

あ
る

。
了
雲

は

先
述

し

た

よ

う
に

、
平

安
末

期
か

ら

鎌
倉

時

代
の

草
創
期

の

人
物

で

あ
り

、
仏
光

寺

の
法

脈

を
た

ど
る
な

ら

時
代

が

違
っ

て
く
る

。
つ

ま

り
、

了

円

の
説

を

裏
付

け
と
な

ら

な
い

だ

ろ
う

か
。 

し

か

し
、

頼

朝
の

頼
み
に

よ

り
、

最

宝
寺

に
安
置

さ

れ
て

い

る
薬

師
如
来

の

説
明

や

、
了

雲
は
北

条

家
、

源

氏
と

の
繋
が

り

の

あ

っ

た

山
南

の

領
主

大
仏
氏

の

元
で

教

化
を

す
る
が

、

了
円

と

大
仏

氏
の
繋

が

り
は

な

く
、

な
ぜ
了

円

が
西

国

布
教

の
為
に

、

山
南

の

地

を

選
ん

だ

の
か

疑
問
が

残

る
。

ど

ち
ら

の
説
も

、

矛
盾

や

合
致

す
る
点

が

あ
り

、

ど
ち

ら
が
正

し

い
か

、

ど
ち

ら
が
間

違

い
で

あ

る

か

定
義

す

る
の

は
非
常

に

難
し

い

。
ま

た
、
源

頼

朝
の

嫡

女
と

さ
れ
る

了

雲
の

母

、
承

元
の
法

難

に
よ

り

、
備

後
へ
流

罪

と
な

っ

た

浄

聞
に

つ

い
て

の
調
査

が

及
ば

ず

、
今

後
の
調

査

内
容

と

し
た

い
。 
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註 
① 
『

真

宗

人

名
辞

典

』
三

二

六
頁 

② 
堤

勝

義

『

中
世

瀬

戸
内

海

の
仏

教

史
』

四
頁
、

五

三
頁 

③ 
日

蓮

宗

事

典
刊

行

委
員

会

編
『

日

蓮
宗

事
典
』

五

四
二

頁 
水

原

史
雄

『

安
芸

門
徒
』

二

九
頁 

④ 

堤

勝

義

『

中
世

備

後
の

宗

教
・

在

地
武

士
』
四

六

頁 

光

照

寺
『

備

後
光

照
寺 

西

国

真

宗

の
根

本

道
場

』

一
二

頁 

⑤ 

『

真

宗

新

辞
典

』

三
八

九

頁 

⑥ 

『

真

宗

人

名
辞

典

』
一

八

五
頁 

平

松

令
三

『

仏
光

寺
の
歴

史

と
信

仰

』
一

二
九
頁 

⑦ 

『

真

宗

人

名
辞

典

』
一

〇

九
頁 

平

松

令
三

『

仏
光

寺
の
歴

史

と
信

仰

』
一

三
〇
頁 

⑧ 

『

真

宗

人

名
辞

典

』
三

四

五
頁 

平

松

令
三

『

仏
光

寺
の
歴

史

と
信

仰

』
一

三
〇
頁 

⑨ 

『

真

宗

人

名
辞

典

』
一

九

二
、

三

二
六

頁 

平

松

令
三

『

仏
光

寺
の
歴

史

と
信

仰

』
一

三
一
頁 

熊

野

恒
陽

『

興
正

寺
史
話

① 

了

源

上
人

―

そ
の

史

実
と

伝

承
』

二
八
頁 

⑩ 

『

真

宗

人

名
辞

典

』
二

〇

九
頁 

『

真

宗
新

辞

典
』

三
三
五

頁 

『

浄

土
真

宗

聖
典

（
注
釈

版

）
第

二

版
』

年
表
、

六

頁 

田

中

大
『

中

世
文

化
と
浄

土

真
宗

』

四
〇

三
頁  

千

葉

乗
隆

『

存
覺

上
人
一

期

記 

存

覺
上

人
袖
日

記

』
三

五

一
頁 

⑪ 

『

真

宗

人

名
辞

典

』
三

四

七
頁 

平

松

令
三

『

仏
光

寺
の
歴

史

と
信

仰

』
一

三
二
頁 

楠

正

亮
「

仏

光
寺

発
展
の

意

義 

了

源
・

存
覚
を

中

心
と

し

て
」
『

中
世

文

化
と

浄

土
真

宗
』
四

〇

五
頁 

⑫ 

順

信

は

鎌

倉
中

期

に
活

躍

し
た

僧

侶
。

二

十

四

輩

の

第

三

と

さ

れ

、

父

は

鹿

島

明

神

の

大

宮

司

で

あ

っ

た

が

親

鸞

に

帰

依

し

、

順

信

も
ま

た

門
弟

と
な
る

。

そ
の

後

順
信

を
源
流

と

す
る

鹿

島
門

徒
が
形

成

さ
れ

る

。
晩

年
は
親

鸞

の
命

に

よ
り

、
関
西

を

教

化

し

た

。
（
『

真
宗

人
名
辞

典

』
一

六

五
頁

） 

⑬ 

『

真

宗

新

辞
典

』

一
五

四

頁 
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『

真
宗

重

宝
聚

英 

第

二

巻 

光

明
本

尊
』
一

八

五
頁 

⑭ 
鷲

尾

教

導

「
明

光

上
人

の

研
究

」
『
六

条

学
報

』

第
一

五

巻 
『

日

本
仏

家

人
名

辞
書
』

一

〇
八

〇

頁 
光

照

寺
『

備

後
光

照
寺 

西

国

真

宗

の
根

本

道
場

』

五
〇

頁 

⑮ 

『

真

宗

人

名
辞

典

』
三

二

六
頁 

平

松

令
三

『

仏
光

寺
の
歴

史

と
信

仰

』
一

二
四
、

一

六
一

頁 

⑯ 

楠

正

亮

「

仏
光

寺

発
展

の

意
義 

了
源

・
存
覚

を

中
心

と

し
て

」
『
中

世

文
化

と

浄
土

真
宗
』

四

〇
五

頁 

平

松

令
三

『

仏
光

寺
の
歴

史

と
信

仰

』
一

三
三
頁 

千

葉

乗
隆

『

存
覺

上
人
一

期

記 

存

覺
上

人
袖
日

記

』
三

五

一
頁 

⑰ 

普

賢

晃

寿

『
破

邪

顕
正

抄 

顕

名

鈔
』

五

一
四

頁 

⑱ 

光

照

寺

史

編
集

委

員
会

編

『
備

後

光
照

寺 

西

国

真
宗

の

根
本

道
場
』

三

六
頁 

⑲ 

『

広

島

県

史 

通

史
２ 
中
世

』

一
五

頁 

『

広

島
県

史 

別

編
１ 
年

表
』

六

〇
頁 

⑳ 

『

広

島

県

史 

通

史
２ 

中
世

』

八
九

三
頁 

『

広

島
県

史 

別

編
１ 

年

表
』

八

〇
頁 

㉑ 

光

照

寺

史

編

集
委

員
会

編

『
備

後

光
照

寺 

西

国

真
宗

の

根
本

道
場
』

四

一
三

頁 
  

小

林

定

市

『
福

山
地
方

史

論
集

』

四
一

頁 

㉒ 

『

真

宗

重

宝

聚
英 

第

二

巻 

光

明
本

尊
』
一

五

六
頁 

 

参

考

文
献 

大

橋

俊
雄

『

一
遍 

そ
の

行

動
と

思

想
』

評
論
社

、

一
九

七

一
年 

児

玉

識
『

近

世
真

宗
の
展

開

過
程 

―

西

日

本
を

中

心
と

し

て
―

』
吉
川

弘

文
館

、

一
九

七
六
年 

水

原

史
雄

『

安
芸

門
徒
』

中

国
新

聞

、
一

九
八
〇

年 

千

葉

乗
隆

『

存
覺

上
人
一

期

記 

存

覺
上

人
袖
日

記

』
同

朋

舎
出

版
、
一

九

八
二

年 

普

賢

晃
寿

『

破
邪

顕
正
抄 

顕

名

鈔

』
同

朋

舎
出

版

、
一

九

八
七

年 
 

平

松

令
三

『

仏
光

寺
の
歴

史

と
信

仰

』
思

文
閣
出

版

、
一

九

八
九

年 

小

峯

和
明

『

日
本

霊
異
記

を

読
む

』

吉
川

弘
文
館

、

二
〇

〇

四
年 

熊

野

恒
陽

『

興
正

寺
史
話

① 

了

源

上
人

―

そ
の

史

実
と

伝

承
』

白
馬
社

、

二
〇

〇

五
年 

小

林

定
市

『

福
山

地
方
史

論

集
』

備

陽
史

探
訪
の

会

、
二

〇

一
七

年 コピー厳禁
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堤

勝

義
『

中

世
備

後
の
宗

教

・
在

地

武
士

』
渓
水

社

、
一

九

九
二

年 
堤

勝

義
『

中

世
瀬

戸
内
の

仏

教
諸

宗

派
』

探
究
社

、

二
〇

〇

〇
年 

堤

勝

義
『

中

世
瀬

戸
内
海

の

仏
教

史 

村

上
水
軍

の

本
拠

地

芸
予

諸
島
を

主

と
し

て

』
溪

水
社
、

二

〇
〇

八

年 
新

妻

久
郎

『

改
訂

版 

親

鸞

聖
人

二

十
四

輩
巡
拝

：

関
東

御

旧
蹟

を
歩
く

』

朱
鷺

書

房
、

二
〇
一

二

年 

国

書

刊
行

会

『
二

十
四
輩

次

第
記 ; 

親

鸞

聖

人

御

直

弟
散

在

記
』

一
九
七

六

年 

光

照

寺
史

編

集
委

員
会
編

『

備
後

光

照
寺 

西

国

真

宗
の

根

本
道

場
』
光

照

寺
、

一

九
九

八
年 

信

仰

の
造

形

的
表

現
研
究

委

員
会

編

『
真

宗
重
宝

聚

英 

第

二
巻 

光
明

本

尊
』

同

朋
舎

出
版
、

一

九
八

七

年 

佛

光

寺
の

歴

史
と

文
化
編

集

委
員

会

編
集

『
佛
光

寺

の
歴

史

と
文

化
』
真

宗

佛
光

寺

派
宗

務
所
、

二

〇
一

一

年 

広

島

県
『

広

島
県

史 

通

史

２ 

中

世
』

広
島
県

、

一
九

七

二
年 

広

島

県
『

広

島
県

史 
別

編

１ 

年

表
』

広
島
県

、

一
九

七

二
年 

参

考

辞
書

・

年
表 

『

浄

土
真

宗

聖
典

（
注
釈

版

）
第

二

版
』

本
願
寺

出

版
社

、

二
〇

〇
九
年 

『

真

宗
新

辞

典
』

宝
蔵
館

、

一
九

八

三
年 

『

真

宗
人

名

辞
典

』
宝
蔵

館

、
一

九

九
九

年 

『

浄

土
真

宗

辞
典

』
本
願

寺

出
版

社

、
二

〇
一
三

年 

鷲

尾

順
敬

編

『
日

本
仏
家

人

名
辞

書

』
光

融
舘
、

一

九
〇

三

年 

日

蓮

宗
事

典

刊
行

委
員
会

編

『
日

蓮

宗
事

典
』
日

蓮

宗
宗

務

院
、

一
九
八

一

年 

本

願

寺
史

料

研
究

所
編
纂

『

本
願

寺

年
表

』
浄
土

真

宗
本

願

寺
派

、
一
九

八

一
年 

大

谷

大
学

編

『
真

宗
年
表

』

法
藏

館

、
一

九
七
三

年 

興

正

寺
年

表

刊
行

会
編
『

興

正
寺

年

表
』

興
正
寺

、

一
九

九

一
年 

佛

光

寺
教

学

資
料

編
纂
委

員

会
編

『

真
宗

佛
光
寺

派

佛
光

寺

年
表

』
真
宗

佛

光
寺

派

宗
務

所
、
一

九

九
七

年 

参

考

論
文 

鷲

尾

教
導

「

明
光

上
人
の

研

究

」
『

六
条

学

報
』

第

一
五

巻

、
一

九
一
五

年 

楠

正

亮
「

仏

光
寺

発
展
の

意

義 

了

源
・

存
覚
を

中

心
と

し

て
」
『

中
世

文

化
と

浄

土
真

宗
』
思

文

閣
出

版

、
二

〇
一
二

年 

コピー厳禁


